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【問　題　と　目　的】
　うつ病をはじめとするメンタルヘルス問題の予防は，わが国における健康増進分野の大きな課題である。特に大学生は，家庭問題，人間関係，就学，および就職活動をはじめとする複数のストレッサーを抱えやすい年代であり，メンタルヘルスに関する知識の向上やストレスマネジメント技法の獲得が良好なメンタルヘルスの状態を保持するために重要である。
[image: ]　これまでの研究によると，余暇における身体活動，文化活動，リラクセーション，他者とのコミュニケーション，他者への援助，集団での活動の実施は，ポジティブ感情を喚起し，メンタルヘルスに関連した問題の予防に貢献する可能性が示唆されている（Nishin，2025）。一方で，実施者が主観的に評価する余暇活動の充実度と主観的健康感との関連については，十分な研究がなされていない。余暇活動の充実度と主観的健康感の関連性について検討することは，大学生を対象としたメンタルヘルス問題の予防に関する健康教育を行う際の基礎資料を得ることに貢献すると考えられる。
　そこで本研究では，大学生を対象として余暇活動の充実度と主観的健康感との関連性について検討することを目的とした。また，対象者の属性による余暇活動を推奨する支援方略を検討するために，回答者の属性による余暇活動の充実度の差異についても検討をおこなった。	Comment by JPA: （4）調査目的を記載してください。

【方　法】
対象者および調査方法
　A大学に在学する360名を対象として，横断研究を実施した。調査は，筆頭研究者の作成したオンライン調査フォームをもちいて実施した。	Comment by JPA: （5）対象人数を記載してください。
調査内容	Comment by JPA: （6）調査内容を記載してください。
　対象者の属性　対象者の性別，学年，サークル・部活動の加入有無，および生活上の悩みの有無について尋ねた。
　余暇活動の充実度　余暇における身体活動，文化活動，リラクセーション，他者とのコミュニケーション，他者への援助，集団での活動の実施については，筆頭研究者が独自に作成した調査項目をもちいて5件法（1．全く充実していない−5．非常に充実している）により尋ねた。分析には，単項目の得点および全項目の平均得点をもちいた。
　主観的健康感　Suzuki & Sato（2000）の構成した主観的健康感尺度により尋ねた。主観的健康感尺度は，3因子（身体的健康状態・精神的健康状態・社会的健康状態）25項目により構成されており，対象者の現在の健康状態に対する自己評価について，5件法で尋ねる尺度である。分析では，25項目の平均得点を主観的健康感の得点として評価した。
分析	Comment by JPA: （7）分析方法を記載してください。
　余暇活動の充実度単項目・合計得点と主観的健康感との関連については，Pearsonの相関係数を算出した。回答者の属性による余暇活動の充実度の差異については，対応のないt検定をおこなった。分析には，統計パッケージRをもちいた。
【結　果】
　余暇活動の充実度と主観的健康感との関連性　分析の結果，身体活動（r = .671, p <.01），文化活動（r = .418, p <.01），リラクセーション（r = .573, p <.01），他者とのコミュニケーション（r = .718, p <.01），他者への援助（r = .284, p <.01），集団での活動の実施（r = .355, p <.01），および余暇活動の充実度合計得点（r = .587, p <.01）と主観的健康感との間に有意な正の相関が確認された。	Comment by JPA: （8）結果に統計量（χ2，t値，F値など）を記載してください。
　回答者の属性による余暇活動の充実度の差異　Figure1に，回答者の属性による余暇活動の充実度の差異を示す。分析の結果，性別（t = 18.28, df = 265, p <.01），学年（t = 19.67, df = 334, p <.01），サークル・部活動の加入有無（t = 9.94, df = 246, p <.01），および生活上の悩みの有無（t = 14.12, df = 237, p <.01）のすべての項目において回答者の属性による余暇活動の充実度の有意な差異が確認された。

【考　察　と　展　望】
本研究により得られた知見は，高橋（2015）の先行研究とも一致しており，余暇活動の充実度が大学生のメンタルヘルス問題の予防に貢献する可能性を示唆するものであった。
　今後は，他大学の学生に対しても調査をおこない，知見の外的妥当性について検討する必要がある。

【引用文献】
Nishin, I. (2025). Psychological benefit of the physical activity. Journal of Psychological Activity, 15, 151-158.	Comment by JPA: （9）日本心理学会「執筆・投稿の手びき」に準拠して引用参考文献を必ず記載してください。
Suzuki, I. & Sato, T. (2000). Construction of the subjective health scale. Journal of the Subjective Health, 55, 12-19.
高橋次郎（2015）．余暇活動とストレス状況との関連　心理調査士学研究，23，179-196.
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Figure1  回答者の属性による余暇活動の充実度の差
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